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高
森
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
は
、生
涯
ス
ポ
ー

ツ
と
し
て
定
着
し
て
い
る
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

を
推
進
し
、市
民
の
健
康
増
進
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
ス
ポ
ー
ツ
お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
発
展
さ
せ
、交
流
人
口
の
増
加
に

よ
り
地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
を
目
的

に
整
備
。事
業
費
約
８
億
６
千
万
円
を
か
け

て
建
設
を
進
め
て
き
ま
し
た
。県
内
最
大

級
の
６
コ
ー
ス
54
ホ
ー
ル
を
有
し
、総
距
離

２
６
３
５
㍍
。初
心
者
や
家
族
で
楽
し
め
る

コ
ー
ス
や
高
低
差
の
あ
る
地
形
を
巧
み
に
利

用
し
た
、起
伏
に
富
ん
だ
コ
ー
ス
が
魅
力
で

す
。食
堂
を
兼
ね
た
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
の
ほ
か
、

コ
ー
ス
に
は
ト
イ
レ
３
箇
所
、休
憩
所
４
箇

所
を
備
え
て
い
ま
す
。

　

６
月
１
日
に
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
を
開
催
。市
民
や
関
係
者
ら
約
２
０
０

人
が
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。熊
谷
盛も

り

廣ひ
ろ

市
長

は「
素
晴
ら
し
い
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
を
作
り

た
い
と
い
う
皆
さ
ん
の
思
い
、期
待
、情
熱
が

大
き
な
力
と
な
り
、本
日
の
オ
ー
プ
ン
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
た
。市
内
外
の
人
た
ち
が

集
い
、プ
レ
ー
す
る
こ
と
で
、交
流
人
口
の
増

加
や
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、

心
身
の
健
康
と
体
力
・
運
動
能
力
の
向
上
、健

康
寿
命
の
延
伸
な
ど
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点

施
設
と
し
て
、広
く
利
用
し
て
ほ
し
い
」と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

関
係
者
に
よ
る
始
打
式
で
コ
ー
ス
の
利
用

が
開
始
。オ
ー
プ
ン
当
日
は
無
料
で
コ
ー
ス

が
解
放
さ
れ
、訪
れ
た
約
４
０
０
人
は
、新
た

に
誕
生
し
た
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
プ
レ
ー
を

楽
し
み
ま
し
た
。

1遊園地と一緒に楽しめる珍
しいパークゴルフ場2登米中
央商工会創作太鼓会「風の鼓
響」による祝いの演奏3関係者
による始打式4石越小学校吹
奏楽部が祝賀演奏5待ちわび
たパークゴルフ場がオープン
し、楽しみながらプレーする愛
好者

☎

利用案内

コース紹介

  県内最大級
高森パークゴルフ場オープン

　石越町に2017年８月から建設を進めていた高森パークゴ
ルフ場が完成し、６月１日に利用を開始。市内外のパークゴル
フ愛好者が待ち望んだ日が、ついに訪れました。

11

22

4455
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パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
は
、世
代
や
性
別
を

問
わ
ず
、み
ん
な
が
楽
し
め
る
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
と
し
て
、1
9
8
3
年
に
北
海

道
幕
別
町
で
誕
生
し
ま
し
た
。

　

１
本
の
専
用
ク
ラ
ブ
と
１
個
の
ボ
ー

ル
、ボ
ー
ル
を
乗
せ
る
台「
テ
ィ
」を
持

ち
、ス
ニ
ー
カ
ー
を
履
い
て
コ
ー
ス
に

出
れ
ば
プ
レ
ー
で
き
ま
す
。芝
に
覆
わ

れ
た
コ
ー
ス
に
は
カ
ッ
プ
が
用
意
さ

れ
、ク
ラ
ブ
で
ボ
ー
ル
を
打
ち
な
が
ら
、

カ
ッ
プ
イ
ン
す
る
ま
で
の
打
数
を
競
い

合
い
ま
す
。

　

そ
の
土
地
な
ら
で
は
の
地
形
を
利

用
し
た
コ
ー
ス
に
は
、バ
ン
カ
ー
や
Ｏ

Ｂ
ゾ
ー
ン
を
設
置
す
る
な
ど
、プ
レ
ー

ヤ
ー
を
飽
き
さ
せ
な
い
工
夫
が
凝
ら
さ

れ
て
い
ま
す
。ま
た
、１
本
の
ク
ラ
ブ
で

プ
レ
ー
で
き
る
手
軽
さ
と
、歩
く
こ
と

が
健
康
増
進
に
役
立
つ
こ
と
か
ら
、現

在
で
は
、国
内
は
も
と
よ
り
さ
ま
ざ
ま

な
国
で
、世
代
を
超
え
て
楽
し
め
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
普
及

し
て
い
ま
す
。

■

服
装
の
決
ま
り
は
な
く
、動

き
や
す
け
れ
ば
、ど
ん
な
服
装
で
も
構

い
ま
せ
ん
が
、靴
は
必
ず
ス
ニ
ー
カ
ー

で
。革
靴
や
ハ
イ
ヒ
ー
ル
は
芝
を
傷
め

る
原
因
に
な
り
ま
す
。

■

／
ス
タ
ー
ト
位
置
に
テ
ィ
グ

ラ
ウ
ン
ド
が
あ
り
、1
ホ
ー
ル
に
3
か

ら
5
打
の
標
準
打
数（
パ
ー
）が
設
定
さ

れ
て
い
ま
す
。１
コ
ー
ス
に
は
９
ホ
ー

ル
あ
り
、大
会
な
ど
で
は
４
コ
ー
ス
36

ホ
ー
ル
で
プ
レ
ー
し
ま
す
。

■

／
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
専
用
の
ク
ラ

ブ
、ボ
ー
ル
、テ
ィ
を
使
い
ま
す
。テ
ィ

は
各
ホ
ー
ル
の
１
打
目（
テ
ィ
シ
ョ
ッ

ト
）で
使
い
ま
す
。

　

用
具
を
持
っ
て
い
な
く
て
も
、高
森

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
は
レ
ン
タ
ル
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

（南方町畑岡）

一番の魅力は、仲間とのコミュニケーション

プレーヤーに聴く

１番ホールに設置されている
抽選器付きボールスタンド☎

コースの回り方・遊び方
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　台湾で農業や工業を学んでいる虎
とら

尾
お

高級農工職業学
校と曾

そ

文
ぶん

高級農工職業学校の高校生17人が５月21、22
の両日、教育旅行で市内を訪れました。
　海外の教育旅行生の受け入れは、地域おこし協力隊
の安

あ

食
じき

俊
しゅん

介
す け

隊員が県と共同で企画。21日の入村式で歓
迎を受けた生徒たちは６世帯に分かれて一泊し、日本
の農家の暮らしを体験しました。22日は登米総合産業
高校で授業や農場を見学し、昼食時には高校生同士交
流を深めました。董

ドーン

佳
ジ ア

欣
シ ン

さんは「皆さんとても親切でし
た。浴衣を着せてもらうなど、台湾ではできない経験が
できて楽しかったです」と感想を述べました。

農場見学では、登米総合産業高の生徒が育てている水稲育苗に
ローラーをかける作業を台湾の高校生も体験しました。

初めての田植え体験に生徒は「同じ間隔で真っすぐに植えるの
は難しかったけど、楽しかったです」と笑顔で話していました。

　岩沼市立岩沼中学校の２年生110 人が５月９、10 の
両日、市内29世帯の農家に宿泊し、ファームステイを体
験しました。
　ファームステイは、農作業や農家の暮らしを学んで
もらうことを目的に、市グリーン・ツーリズム推進協議
会が実施。池田和

かず

子
こ

さん（64）＝石越町第九＝宅には、田
中涼

りょう

さん、栗村美
み

玲
れい

さん、原田結
ゆ

美
み

加
か

さんの３人が宿泊
し、農作業をしたり、郷土料理のはっと汁を一緒に作っ
たりしながら、交流を深めました。池田さんは「地域活
性化には人と人とのつながりが大切。農家体験で交流
が広がるといいですね」と期待を寄せました。

　「第15回記念 登展～登米市民ふれあい美術展～」（同
実行委員会、登米文化振興財団主催）は４月30日から５
月５日までの６日間、登米祝祭劇場で開かれ、556人が
鑑賞に訪れました。
　登展は、絵画愛好者の発掘、技能の向上と交流が目
的。市内外の絵画愛好者50人による水彩、油彩などの力
作75作品が展示されました。山田光

みつ

枝
え

さん（74）＝仙台
市＝は「どの作品もとても素晴らしかったです。米山出
身なので、地元に絵の才能のある人がたくさんいるこ
とを知り、うれしくなりました。芸術分野も含め、ます
ます発展してほしいですね」と話していました。

最終日には、電子ピアノとパーカッションによるミニコンサート
も企画され、絵画と演奏の共演を楽しんでいました。

参加者は、30度を超える気温の中、汗を流しながら一本一本丁
寧に植樹しました。

　「『市民参加の新たな森
も

林
り

づくり・春』植樹祭」は５月
26日、津山町柳津地内の市有林で開かれ、横山小学校み
どりの少年団や一般の参加者など80人が少花粉スギ
800本を植樹しました。
　植樹祭は、大切な森林を次世代に残すため、平成18
年度から毎年開催。植樹したスギと一緒に、誕生や結婚
などを標柱にしるし、思い出として残せる「私の記念植
樹」に参加した橋本咲

さき

惠
え

さん（66）＝津山町元町第二＝
は「夫の古希を記念し、参加しました。毎年何かしらの
記念はあるので、皆さんとの交流を楽しみに来年も参
加したいです」と次の参加も楽しみにしていました。

　「人権の花運動」（登米人権擁護委員協議会主催、只野
信
のぶ

子
こ

会長）が５月８から15日まで、北方、浅水、米川、中
津山、横山の５小学校で実施されました。
　北方小学校では、３年生28人が登米総合産業高校の
生徒や人権擁護委員に植え方を教わりながら、サルビ
アやマリーゴールドなど160本を丁寧に植えました。参
加した亀井蓮

れん

介
す け

くん＝迫町上沢＝は「どんな花が咲く
のか楽しみです。いじめはみんなが嫌な気持ちになり
ますが、花に水をあげないのはいじめと同じなので、ち
ゃんとお世話をしたいと思います」と思いやりの心を
持って、花を育てることを誓いました。

人権の花運動は、小学生が花をいつくしみ育てることを通して
思いやりの心を育て、命の大切さを学ぶことを目的に開催。

本市を訪れた広島県世羅町の奥田町長と職員の皆さん。お互い
の復興と発展を目指す気持ちを語り合い、交流を深めました。

　「平成30年７月豪雨」により被害を受けた広島県世
せ

羅
ら

町
ちょう

の奥田正
まさ

和
か ず

町長一行が５月23日、市役所迫庁舎を訪
れ、本市の支援に対してお礼を述べました。
　本市は、世羅町の復興支援のため、昨年10月から本年
３月まで職員２人を派遣し、災害査定業務などに従事
しました。奥田町長は「現在も復旧作業を進めています
が、派遣職員の皆さんの協力は、本町職員のいい勉強に
つながっています。今後も発展に向けて、交流を深めて
いきたい」と感謝の気持ちを伝えました。熊谷盛

もり

廣
ひ ろ

市長
は「復興の道半ばだと思いますが、これからもできる限
りの協力をしていきたい」とエールを送りました。



11 102019.7

総務部人事課
（人事研修係）
〒987-0511 登米市迫町
佐沼字中江２－６－１
☎0220（22）2145

このまちのためにできることがある

医療局経営管理部
経営管理課（人事係）
〒987-0511 登米市迫町
佐沼字下田中25
（登米市民病院内）
☎0220（21）6888

７月１日（月）～８月５日（月）午前８時30分～午後５時15分［平日］
※郵送の場合は、受付期間中の消印のものに限ります
７月１日（月）から、申込書と試験実施要綱を総務部人事課、または各総合
支所窓口で配布（午前８時30 分～午後５時15分［平日］）するほか、市公式
ホームページからダウンロードできます。ダウンロードできないなどの理
由により、郵便で請求する場合は、封筒の表に「職員採用統一試験申込書請
求」と朱書きし、宛先を明記した120 円切手が貼ってある返信用封筒（Ａ４
版が入る大きさ）および連絡先（電話番号）を明記した任意の用紙を必ず同
封してください。詳しくは、市公式ホームページをご確認ください。

８月４日（日）
登米市民病院 地域医療連携センター（多目的ホール）

６月25日（火）～７月25日（木）午前８時30 分～午後５時15 分［平日］
※郵送の場合は、受付期間中の消印のものに限ります
申込書を医療局経営管理部経営管理課で配布します。郵便で請求する場合
は、封筒の表に「（職種名）採用試験申込書請求」と朱書きし、宛先を明記し
た120 円切手が貼ってある返信用封筒（Ａ４版が入る大きさ）を必ず同封し
てください。申込書は、医療局ホームページからもダウンロードできます。
８月16日（金）に合格者の受験番号を医療局および市公式ホームページに
掲示し、全員に結果を郵送で通知します。

１次試験：９月22日（日）、２次試験：11月上旬または中旬予定
１次試験：佐沼中学校、２次試験：１次試験合格者に通知

教
育
委
員
会
は
５
月
15
か
ら
30

日
ま
で
、市
内
９
町
域
で「
学
校
再

編
に
係
る
地
域
座
談
会
」を
開
催
。

幼
稚
園
、保
育
園（
所
）、小・
中
学

校
の
保
護
者
や
地
域
住
民
な
ど
、合

わ
せ
て
２
３
６
人
が
出
席
し
ま
し

た
。

　

座
談
会
は
、今
年
３
月
に
策
定
し

た「
登
米
市
立
小
中
学
校
等
再
編

構
想
」の
内
容
と
今
後
の
進
め
方
な

ど
に
つ
い
て
意
見
を
も
ら
う
こ
と
が

目
的
。児
童・
生
徒
へ
の
通
学
支
援

や
学
校
再
編
に
関
す
る
情
報
発
信

に
つ
い
て
、多
く
の
意
見
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、地
域
ご
と
に「（
仮
称
）

学
校
統
合
準
備
委
員
会
」を
設

置
。座
談
会
で
寄
せ
ら
れ
た
意
見

を
踏
ま
え
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
状

況
や
課
題
に
応
じ
た
再
編
の
方
法

を
検
討
し「
地
域
別
再
編
実
施
計

画
」の
策
定
を
進
め
ま
す
。

　

学
校
再
編
の
進
行
状
況
や
取
り

組
み
内
容
に
つ
い
て
は
、市
広
報
紙

や
学
校
を
通
じ
て
、お
知
ら
せ
し
ま

す
。

教
育
委
員
会
教
育

部
学
校
再
編
推
進
室（
学
校
再
編

推
進
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
６
７
０
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☎

　地震は防ぐことができない自然災害です。いつ起こるか予測でき
ませんが、備えることで被害を少なくすることができます。
　市は、木造住宅の耐震診断、耐震改修などの助成事業を実施してい
ます。助成事業の件数には限りがありますので、早めに申し込みくだ
さい。

　

市
は
、令
和
２
年
４
月
以
降
に

進
学
・
進
級
す
る
希
望
者
に
、奨
学

金
を
貸
し
付
け
ま
す
。

国
内
の
高
等
学
校
、高
等

専
門
学
校
、専
修
学
校（
高
等
課
程

お
よ
び
専
門
課
程
に
限
る
）、短
期

大
学
、大
学（
大
学
院
を
除
く
）

正
規
の
修
業
期
間
内

次
の
全
て
の
条
件
に

当
て
は
ま
る
こ
と
▼
人
物
＝
市
内

に
在
住
し
、生
計
の
基
礎
が
市
内

に
あ
り
、心
身
と
も
に
健
康
な
人

▼
学
力
＝
最
終
学
年
の
直
近
の
成

績
が
学
年
評
定
３
・
５
以
上
、ま
た

は
成
績
順
位
が
上
位
50
％
以
内
の

人
▼
家
計
＝
経
済
的
理
由
に
よ
り

修
学
が
困
難
な
人

大
学

50
万
円
以
内

▼
医
学
部
、獣
医
学

部
な
ど
＝
６
年
以
内
▼
そ
れ
以
外

＝
４
年
以
内

市
内
に
在
住
し
、学

資
支
払
い
が
困
難
な
人

予
算
の
範
囲
内

７
月
１
日（
月
）〜
９

月
５
日（
木
）（
土
日
、祝
日
を
除
く

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

受
け
付
け
）

▼
市
育
英
資
金
お
よ
び
浅
野
兄
妹

奨
学
資
金
、上
杉
奨
学
金
の
重
複
応

募
は
で
き
ま
せ
ん
▼
市
育
英
資
金

お
よ
び
浅
野
兄
妹
奨
学
資
金
は
、日

本
学
生
支
援
機
構
な
ど
、他
の
機
関

が
運
営
す
る
奨
学
資
金
を
借
り
て

い
る
、ま
た
は
借
り
る
こ
と
が
決
定

し
て
い
る（
見
込
み
を
含
む
）場
合

は
貸
し
付
け
で
き
ま
せ
ん

奨
学
生
選
考
委
員
会

で
審
査
し
、教
育
委
員
会
で
決
定

（
令
和
元
年
10
月
開
催
予
定
）

❶
奨
学
生
願
書（
様

式
第
１
号
）❷
学
校
長
推
薦
書（
様

式
第
２
号
）❸
健
康
診
断
書（
任

意
様
式
。学
校
発
行
の
も
の
で
も

可
）❹
住
民
票
謄
本（
世
帯
全
員
の

も
の
で
本
籍
記
載
の
も
の
）❺
平

成
30
年
度
納
税
証
明
書（
世
帯
全

員
分
お
よ
び
連
帯
保
証
人
分
）❻

平
成
30
年
中
の
世
帯
全
員
の
収
入

が
分
か
る
書
類
＝
所
得
控
除
の
記

載
が
あ
る
所
得
証
明
書（
確
定
申

告
書
ま
た
は
住
民
税
申
告
書
の
写

し
、事
業
収
入
な
ど
が
あ
る
場
合

は
収
支
内
訳
書
の
写
し
、給
与
収

入
だ
け
の
場
合
は
源
泉
徴
収
票
の

写
し
で
も
可
）

※
❶
と
❷
は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

教
育

委
員
会
教
育
部
教
育
総
務
課（
総

務
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
６
７
０

　　

５
千
円
分
の
商
品
券
を
４
千
円

で
、対
象
者
１
人
当
た
り
最
大
５

セ
ッ
ト
購
入
で
き
る
プ
レ
ミ
ア
ム

付
商
品
券
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

❶
住
民
税
が
非
課

税
の
人
❷
平
成
28
年
４
月
２
日
か

ら
令
和
元
年
９
月
30
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
子
ど
も
の
い
る
世
帯
の
世

帯
主

▼
❶
の
人
は
、市
が

７
月
下
旬
に
送
付
す
る
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、申
請
し
て

く
だ
さ
い
▼
❷
の
人
は
申
請
不
要

※
購
入
引
換
券
の
交
付
決
定
通

知
を
９
月
下
旬
か
ら
発
送
し
、10

月
１
日
か
ら
販
売
開
始
に
な
り
ま

す
。販
売
場
所
な
ど
の
詳
細
は
交

付
決
定
通
知
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

福
祉
事
務
所
生
活

福
祉
課（
福
祉
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
２

　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
の

取
扱
店
に
な
る
に
は
、市
内
３
商
工

会
の
い
ず
れ
か
の
会
員
で
あ
る
こ

と
が
条
件
で
す
。現
在
会
員
で
な
く

て
も
新
た
に
会
員
に
な
れ
ば
、取
扱

店
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【

市
内
３
商
工
会
の
本

所
お
よ
び
支
所
に
あ
る
登
録
届
出

書
に
、必
要
事
項
を
記
入
し
、印
鑑

を
押
印
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。商
品
券
の
換
金
方
法
な
ど
の

詳
細
は
、登
録
時
に
説
明
し
ま
す

６
月
25
日（
火
）〜
７

月
10
日（
水
）ま
で
の
午
前
９
時
〜

午
後
５
時（
土
日
、祝
日
を
除
く
）

登
米
中
央
、み
や
ぎ

北
上
、登
米
み
な
み
商
工
会
本
所

お
よ
び
各
商
工
会
支
所

印
鑑▼

登
米
中
央
商
工
会

本
所
☎
０
２
２
０（
２
２
）３
６
８
１

▼
石
越
町
支
所
☎
０
２
２
８（
３
４
）

２
０
６
４
▼
み
や
ぎ
北
上
商
工
会

本
所
☎
０
２
２
０（
３
４
）３
２
５
５

▼
登
米
支
所
☎
０
２
２
０（
５
２
）

２
２
５
９
▼
東
和
支
所
☎
０
２
２
０

（
４
５
）２
１
２
１
▼
津
山
支
所
☎

０
２
２
５（
６
８
）２
４
４
３
▼
登
米

み
な
み
商
工
会
本
所
☎
０
２
２
０

（
５
５
）２
３
３
１
▼
豊
里
支
所
☎

０
２
２
５（
７
６
）３
２
７
４
▼
南
方

支
所
☎
０
２
２
０（
５
８
）２
６
６
６
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市
内
参
加
企
業
に
よ
る
会
社
概

要
説
明
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
よ
る

職
業
相
談
を
実
施
し
、就
職
希
望
者

の
就
職
活
動
を
支
援
し
ま
す
。ま

た
、今
年
か
ら
参
加
対
象
者
の
保
護

者
も
参
加
で
き
ま
す
。保
護
者
の
み

で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

６
月
28
日（
金
）午
後
２
時

〜
４
時

登
米
総
合
体
育
館（
と
よ

ま
蔵
ジ
ア
ム
）

▼
高
校
生
以
上
の

就
職
希
望
者
お
よ
び
そ
の
保
護
者

無
料

産
業
経
済
部
工
業

☎

　行政相談委員は、国や県、市などへの意見、
要望、苦情を受け付け、その解決を手伝いま
す。相談は無料で秘密は守りますので、お気
軽にご相談ください。

総務部総務課（総務係）
☎0220（22）2091

☎ ☎ ☎

☎ ☎ ☎

☎ ☎ 問い合わせ

迫総合支所市民課地域振興係
☎0220（22）2213
登米総合支所市民課地域振興係
☎0220（52）2111
東和総合支所市民課地域振興係
☎0220（53）4111
中田総合支所市民課地域振興係
☎0220（34）2312
豊里総合支所市民課地域振興係
☎0225（76）4111
米山総合支所市民課地域振興係
☎0220（55）2111
石越総合支所市民課地域振興係
☎0228（34）2111
南方総合支所市民課地域振興係
☎0220（58）2112
津山総合支所市民課地域振興係
☎0225（68）3111

開設場所

迫老人福祉センター

登米老人福祉センター

東和総合支所
相談室

中田老人福祉センター

豊里高齢者趣味の交流館

米山総合保健福祉センター
相談室
石越総合支所
ボランティア室
南方公民館
会議室
津山老人福祉センター
会議室

担当地区

迫

登米

東和

中田

豊里

米山

石越

南方

津山

　

市
は
、在
宅
の
高
齢
者
に
対
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

公
共
交
通
機
関
の
利
用
が
困
難

な
人
に
、福
祉
車
両
で
外
出
を
支

援
し
ま
す
。介

助
が
必
要
で
、単
独

で
タ
ク
シ
ー
や
公
共
交
通
機
関
を

利
用
す
る
こ
と
が
困
難
な
人

▼
１
㌔
当
た
り
１
０
０
円

▼
片
道
30
㌔
以
上
の
場
合
は
超
過

10
㌔
に
つ
き
１
５
０
円

※
福
祉
車
両
の
み
の
貸
し
出
し
は

無
料（
燃
料
は
自
己
負
担
）

病
院
へ
の
通
院
・
入

退
院
、社
会
福
祉
施
設
へ
の
通
所
・

入
退
所
な
ど

　

食
事
・
食
材
の
確
保
、家
庭
内
の

整
理
・
整
頓
や
家
の
周
り
の
手
入

れ
な
ど
、軽
易
な
日
常
生
活
を
援

助
し
ま
す
。お

お
む
ね
65
歳
以
上
で

１
人
暮
ら
し
の
人
、高
齢
者
だ
け

の
世
帯
な
ど
で
、日
常
生
活
上
の

援
助
が
必
要
な
人（
要
支
援
、要
介

護
認
定
者
は
、介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
を
優
先
し
ま
す
）

▼
生
活
・
家
事
援
助
＝
１

時
間
当
た
り
２
２
３
円
▼
そ
の

他
生
活
援
助
＝
１
時
間
当
た
り

１
０
０
円

　

調
理
が
困
難
な
高
齢
者
な
ど

に
、栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食

事
を
提
供
し
ま
す
。

お
お
む
ね
65
歳
以
上
で

１
人
暮
ら
し
の
人
、高
齢
者
だ
け

の
世
帯
で
調
理
が
困
難
な
人
、心

身
の
障
が
い
や
疾
病
な
ど
の
理
由

で
調
理
が
困
難
な
人 

１
食
当
た
り
３
５
０
円

（
週
３
回
を
上
限
）

　

緊
急
通
報
装
置
を
無
料
で
貸
し

出
し
、急
病
な
ど
の
緊
急
事
態
に

迅
速
に
対
応
し
ま
す
。

お
お
む
ね
65
歳
以
上
で

１
人
暮
ら
し
の
人
、高
齢
者
だ
け

の
世
帯
、１
人
暮
ら
し
の
身
体
障

が
い
者

　

紙
お
む
つ
や
介
護
用
品
の
購
入

補
助
と
し
て
、介
護
用
品
支
給
券

を
交
付
し
ま
す
。

常
時
失
禁
状
態
に
あ
る

市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

で
、次
の
❶
〜
❸
に
該
当
す
る
人

❶
要
介
護
４
、５
❷
要
支
援
１
、２

ま
た
は
要
介
護
１
〜
３
❸
障
害
者

手
帳
な
ど
を
持
っ
て
い
る

※
❷
❸
の
人
は
、初
回
申
請
時
の

み「
常
時
失
禁
状
態
に
あ
る
」こ
と

を
証
明
す
る
医
師
の
意
見
書
が
必

要
で
す

▼
❶
月
額
５
千
円
▼
❷

❸
月
額
３
千
円

　

緊
急
の
事
由
に
よ
り
家
族
が
介

護
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
や
、１

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
自
宅
で
生

活
困
難
と
な
っ
た
場
合
な
ど
、一

時
的
に
宿
泊
を
含
む
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
ま
す（
５
日
以
内
で
、

要
支
援
、要
介
護
認
定
者
は
、介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
を
優
先
）。

１
日
６
７
５
円
。食
費
、ク

リ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
は
実
費
負
担

　

高
齢
な
ど
の
た
め
居
宅
で
生
活

す
る
事
が
不
安
な
人
に
対
し
、一

定
期
間
住
居
を
提
供
し
ま
す（
利

用
定
員
10
人
）。

60
歳
以
上
で
１
人
暮
ら

し
ま
た
は
夫
婦
だ
け
の
世
帯
で
、家

族
の
援
助
を
受
け
る
の
が
困
難
な

人

利
用
者
の
収
入
に
よ
り
金

額
が
異
な
り
ま
す
。食
費
、部
屋
の

電
気
料
な
ど
は
実
費
負
担

福
祉
事
務
所
長
寿

介
護
課（
長
寿
社
会
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
１

〜
午
後
０
時
30
分
）▼
ラ
ン
チ
＆

交
流
会（
午
後
０
時
30
分
〜
２
時

30
分
）

レ
ス
ト
ラ
ン
く
ん
ぺ

る（
登
米
市
迫
町
新
田
字
前
沼

１
４
９
―
７
）

男
女
各
15
人　

25
〜
40
歳
代
の
独
身
男

女（
セ
ミ
ナ
ー
参
加
必
須
）　

】男
性
＝
５
千
円
／
女
性

＝
２
千
円

６
月
28
日（
金
）午
後

６
時
ま
で

Ｎ
Ｐ

７
月
７
日（
日
）　

▼
男
塾「
異
性
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
講
座
」／
講
師
＝
高
野
真ま

弓ゆ
み

氏（
対
人
力
ア
ッ
プ
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
講
師
）▼
女
塾「
自
分

色
を
発
見
＆
令
和
の
モ
テ
メ
イ
ク

術
実
践
講
座
」／
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

＝
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ス
タ
ジ
オ
Ｈ
ａ
ｐ

ｐ
ｉ
ｅ
ｓ
ｔ

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼
１
対
１
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
タ
イ
ム（
午
前
11
時
30
分

О
法
人
ハ
ピ
ふ
る
ネ
ッ
ト（
千
葉
・

伊
藤
）

☎
０
７
０（
５
４
７
４
）４
６
８
３

※
男
性
に
限
り
、応
募
者
が
多
数

の
場
合
は
、市
内
在
住
ま
た
は
勤

務
者
を
優
先
し
ま
す

※
独
身
の
皆
さ
ん
に
出
会
い
の
場

を
提
供
す
る
も
の
で
あ
り
、個
別

に
交
際
、結
婚
相
手
を
紹
介
す
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

※
託
児（
１
歳
〜
未
就
学
児
）を
希

望
す
る
人
は
、参
加
申
し
込
み
時

に
お
伝
え
く
だ
さ
い

振
興
課（
工
業
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
０
６　

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
主
催
す
る
集

会
や
会
合
な
ど
に
市
職
員
が
出
向

き
、市
の
政
策
や
事
業
に
つ
い
て

説
明
し
ま
す
。職
員
派
遣
の
費
用

は
か
か
り
ま
せ
ん
。市

内
の
団
体
ま

た
は
サ
ー
ク
ル
で
、お
お
む
ね
15
人

以
上
の
参
加
が
見
込
ま
れ
る
団
体

（
政
治
活
動
や
宗
教
活
動
、営
利
活

動
を
目
的
と
す
る
団
体
を
除
く
）

年
末
年
始
を
除
く
午

前
９
時
30
分
か
ら
午
後
９
時
ま
で

の
う
ち
、時
間
は
30
〜
90
分
と
し

ま
す

申
込
団
体
で
会
場
を
準
備

し
て
く
だ
さ
い
。費
用
が
発
生
す

る
場
合
は
、申
込
者
負
担
と
な
り

ま
す
。市
の
施
設
を
使
用
す
る
場

合
は
無
料
で
す総

務
部
市
長
公
室

（
迫
庁
舎
２
階
）に
備
え
付
け
の
申

込
書（
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）に
必
要
事
項

を
記
入
し
、開
催
希
望
日
の
２
週
間

前
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い総

務

部
市
長
公
室（
広
報
広
聴
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
０
９
０
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◉電話番号
　♯8000
（プッシュ回線の固定電話、
携帯電話から）

　☎ 022 (212) 9390
（プッシュ回線以外の固定電
話、PHSから）

◉相談時間
　毎日午後７時～翌朝午前８時

休日・夜間診療案内は下記の
番号です（24時間対応）
　☎ 0229 (24) 2267

　
「
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
」

と
「
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

証
」の
有
効
期
限
は
、７
月
31
日
で

す
。新
し
い
被
保
険
者
証
は
、７
月

下
旬
に
簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま
す
。

受
け
取
っ
た
ら
、記
載
内
容
に
誤
り

が
な
い
か
な
ど
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。現
在
使
用
し
て
い
る
被
保
険

者
証
は
、有
効
期
限
が
過
ぎ
た
ら
破

棄
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、今
回
の
更
新
分
か
ら
70

〜
74
歳
ま
で
の
国
保
被
保
険
者
に

交
付
す
る
高
齢
受
給
者
証
と
被
保

険
者
証
を
一
体
化
し
、１
枚
の
被

保
険
者
証（
被
保
険
者
証
兼
高
齢

受
給
者
証
）を
送
付
し
ま
す
。

※
学
生
用
の
被
保
険
者
証
を
持
っ

て
い
る
人
で
、学
校
を
辞
め
た
り

変
わ
っ
た
り
し
た
人
や
、社
会
保

険
に
加
入
・
離
脱
す
る
な
ど
し
た

人
は
、最
寄
り
の
総
合
支
所
で
手

続
き
が
必
要
で
す
。手
続
き
に
必

　

☎

㊐ ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

㊊
☎ ☎

㊐ ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

◉

◉ ☎
◉ ☎

☎

☎

　

Ｄ
Ｖ（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ

オ
レ
ン
ス
）、離
婚
、セ
ク
ハ
ラ
、家

族
の
悩
み
ご
と
な
ど
、人
間
関
係

で
悩
む
女
性
の
た
め
の
面
接
相
談

お
よ
び
心
の
ケ
ア
講
座
を
開
催
し

ま
す
。

　

秘
密
は
守
り
ま
す
の
で
、一
人

で
悩
ま
ず
に
、お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

７
月
17
日（
水
）▼
面
接
相

談（
午
後
１
時
〜
４
時
）▼
心
の
ケ

ア
講
座（
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
）

登
米
保
健
所

面
接
相
談
は
前
日
ま

で
、心
の
ケ
ア
相
談
お
よ
び
託
児
が

必
要
な
人
は
、７
月
11
日（
木
）ま

で
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

無
料

県
東

部
保
健
福
祉
事
務
所
登
米
地
域
事

務
所

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
１
８

❶
 ▶
　
　
❷
 ▶
　
❸
 ▶
　
 ▶

　収入は、給与収入とパート収入が全体の２割程度で、残りは親からの援助（仕送り）と、貯金の取
り崩し、金融機関からの借り入れ（ローン）により、やり繰りしている状況です。
収収入は入は 給給与収与収入と入とパパ ト収ト収入が入が全体全体の２の２割程割程度で度で 残残りはりは親か親からのらの援助援助（仕（仕送り送り）と）と 貯貯金の金の取取

 収入の６割は親からの援助（仕送り）

　支出は、食費（人件費：81万円）、医療費・介護費（扶助費：75万円）、ローン返済（公債費：54万円）
といった固定費が約45％を占め、家屋の老朽化などによる修理や増改築の費用（投資的経費、維持
補修費：74万円）も重い負担になっています。支出の総額は給与収入の約６倍に相当します。

 支出は給与収入の約６倍

　財政状況をより身近に感じてもらうために、市の収入470億円（令和元年度一般会計当初予算）を万円単位
に置き換えて、１年間の収入470万円の家庭に例えてみます。

　今後、親からの援助（仕送り）が確実に減ることから、給与収入・パート収入を増やす努力に加え、大きな買い物
を控え、住居を適正規模にしなければなりません。また、光熱水費や日用品などの経費を抑えるなど、ライフスタ
イルを見直す必要があります。　 企画部財政課（財政一係）　☎0220（22）2159

要
な
書
類
は
事
前
に
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

市
民
生
活
部
国
保

年
金
課（
保
険
給
付
係
・
年
金
医
療

係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６

❶
７
月
６
日（
土
）

午
後
１
時
〜
４
時
／
登
米
市
民
病

院
❷
７
月
27
日（
土
）午
後
１
時
〜

４
時
／
石
巻
市
立
病
院

】県
内
の
オ
ス
ト
メ
イ
ト

(

人
工
肛
門
・
人
工
ぼ
う
こ
う
保

有
者
）お
よ
び
家
族
な
ど

術
後
の
ケ
ア
、装
具
、社
会

生
活
、福
祉
制
度
、災
害
対
策
、入

浴
の
仕
方
な
ど
に
関
す
る
相
談
会

※
予
約
不
要
で
す

【

日
本
オ
ス
ト
ミ
ー

協
会
宮
城
県
支
部

☎
０
８
０（
５
５
６
７
）３
３
４
８

０
２
２（
３
５
８
）１
３
７
３

　

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産「
来
訪

神 

仮
面
・
仮
装
の
神
々
」の
認
定
書

伝
達
式
は
５
月
27
日
、文
化
庁
で
開

か
れ
、

　

米
川
の
水
か
ぶ
り
は
、日
本
時
間

の
平
成
30
年
11
月
29
日
に
モ
ー
リ

シ
ャ
ス
で
開
か
れ
た
ユ
ネ
ス
コ
無
形

文
化
遺
産
保
護
条
約
政
府
間
委
員
会

に
お
い
て
、無
形
文
化
遺
産
へ
の
登

録
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

菅
原
会
長
は「

　

  ◉診療時間　9:00～17:00
  （受付16:30まで）
  【問い合わせ】登米市民病院
  ☎0220（22）5511
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迫
　「登米市スポーツ少年団迫支部結団式」（同支部主催、佐藤
砂
さ

登
と

史
し

支部長）は５月21日、迫体育館で開かれ、28団体、約
420人が大会での活躍を誓いました。
　市スポーツ少年団は、地域の保護者や指導者の協力を得
ながら、青少年スポーツ活動の中心的存在として活動。結団
式では、各団体の代表選手がチームの紹介や目標、決意など
を発表し、会場は団員たちへの惜しみない拍手とエールに
包まれました。

登米
　「登米町わらすこかたり隊による声掛け運動」（登米町老人
クラブ連合会主催、及川潔

きよし

会長）は５月13日、登米小学校周
辺で実施され、隊員と登米警察署員が安全を呼び掛けました。
　隊員らは、登米小周辺の４カ所に立ち、交通安全の啓発チラ
シとウエットティッシュを配布。交通ルールを守り、安全に登
校するように呼び掛けました。参加者が「おはよう」と声を掛
けると、児童から元気なあいさつが返り、爽やかな朝を迎えま
した。

東和
　「第67回飯塚杯争奪登米市中学校ソフトテニス大会」（登
米市東和地区体育協会主催、岩淵正

まさ

宏
ひろ

会長）は５月３日、東
和総合運動公園テニスコートで開かれ、約280人の選手が
熱戦を繰り広げました。
　大会は、学校対抗による団体戦で競われるため、中総体の
前哨戦と呼ばれています。選手の大きな掛け声が会場中に
響き渡り、懸命にプレーする姿に、観客から大きな声援が送
られていました。

中田

豊里
　「健康マージャンの会㏌豊里」（登米市社会福祉協議会豊
里支所主催）は６月５日、豊里高齢者趣味の交流館で開か
れ、参加者が健康マージャンを楽しみました。
　健康マージャンは、毎月第１・３水曜日に開催。図柄の組
み合わせを考えたり、指先を使ったりすることで、認知症予
防に効果があるといわれています。参加者は、４人１組で
テーブルを囲み、会話を楽しみながらポン、チー、ロンと元
気な掛け声を上げていました。

石越
　「登米市石越支部婦人防火クラブ総会」（小野寺惠

けい

子
こ

会長）
は４月24日、石越公民館で開かれ、登米市婦人防火クラブ
（佐藤千

ち

賀
か

子
こ

会長）から石越地区の住宅無火災千日を達成し
た石越支部婦人防火クラブへ表彰状が贈られました。
　同地区は、防災訓練、火災予防運動などの取り組みによ
り、2016年６月から住宅無火災を継続。19年３月19日に
無火災継続千日を達成しました。出席者らは、火災予防の普
及、啓発への思いを新たにしていました。

津山
　横山小学校３年生の「社会科見学」は５月23日、学校支援
ボランティアの堀田公

きみ

雄
お

さん＝津山町横山２区＝が所有す
るワサビ田で開かれ、16人が参加しました。
　堀田さんのワサビは、沢水を引き、農薬や肥料を一切使用
せずに栽培しています。社会科見学では、地元産業であるワ
サビ田の歴史と横山の地形を利用した栽培方法について学
習。子どもたちは、採れたてのワサビを使ったワサビご飯を
試食し、全て完食していました。

米山
　放課後子ども教室「どんなお仕事しているのかな」は５月
30日、米山東小学校（加瀬谷知

とも

子
こ

校長、児童164人）で開か
れ、児童30人が参加しました。
　子ども教室では、毎回さまざまな職種の人が講師になり、
それぞれの仕事内容を教えています。今回は、米山総合支所
の小林明

あけ

美
み

保健師が講師になり、保健師の仕事について紹
介。子どもたちは、クイズをしたり話を聞いたりしながら、
仕事への理解を深めました。

南方
　「南方ふれあい運動会」（南方コミュニティ運営協議会主
催、高橋良

りょう

治
じ

会長）は５月26日、南方中央運動広場で開か
れ、約1500人の参加者が爽やかな汗を流しました。
　運動会は、たる転がしリレーや年代別長靴リレーなど、ユ
ニークで誰もが楽しめる５種目の競技を実施。全ての行政
区が全種目に参加し、笑顔あふれる楽しい運動会になりま
した。運動会終了後は、各地区集会所で慰労会を開き、親睦
を深め合いました。

TOWNS TOPICS

　「東京中田会総会」（同会主催、小峯喜
き

八
はち

会長）は６月１日、
東京都台東区の「東天紅」で開かれ、会員74人が出席し、親
睦を深めました。
　総会では、同会の会報誌「えんつこ」が出席者に贈られ、総
会終了後に懇親会を開催。キュウリや登米産仙台牛、大泉
ポークなど地元食材を使用した料理がテーブルに並び、古
里の味を堪能しました。参加者は近況や思い出話に花を咲
かせ、会場は大いに盛り上がりました。
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利用者の声や図書館のイベントなどをお知らせします

☎
☎
☎

㊌、 ㊏
㊌、 ㊏ ㊌、 ㊌、 ㊏

㊏、 ㊌ ㊏、 ㊌、
㊏、 ㊏

㊏、 ㊌、 ㊏、
㊏、 ㊌ ㊏、 ㊌

　迫図書館では、図書館ボランティア「だっこ・
ラッコ」によるおはなし会を月２回程度開催し
ています。内容は、絵本の読み聞かせや紙芝居、
手遊びなどです。お子さまとぜひ遊びに来てく
ださい。予約は不要です。
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2018年３月15日生まれ
中田町・町　和明さんの次男

くん（１歳）

お兄ちゃん、お姉ちゃんとたくさん
遊ぼうね。いっぱい食べて遊んで大
きくなあれ。

Young
Monthly Hot Communication

　160㌢でＯ型です。
　南方町にある白鳥保育園で働い

ています。就職して４年目になりますが、職
場は先生同士が家族のような雰囲気で、それ
ぞれの担当以外の園児でも面倒をみるなど、
支え合って仕事をしています。雑巾縫いやミ
ニトマトの栽培など、新しく自分たちででき
ることも増えました。喜んでいる子どもたち
の笑顔を見ると、とてもやりがいを感じます
ね。

　少し人見知りなところがあ
りますが、基本的には明るいと思います。周
りからは、ちょっと抜けてるねと言われるこ
ともあります（笑）

出掛けることが好きなので、家に
いることがほとんどありません。カフェの雰
囲気が好きで、友達と県内のいろいろなカ
フェを巡り、ランチを楽しんだり店員さんと
話したりして過ごしています。今年になって
から一眼レフカメラを買ったので、カフェで
雰囲気のいい写真を撮ることが最近のお気
に入りです。

いつか機会があ
れば、全く知らない場所で野菜や山菜などを
育てながら、自給自足の生活がしてみたいで
す。

自分の意見をしっかり
言ってくれて、一緒にいて楽しい人がいいで
すね。

　買い物する場所が
近く、住みやすいですね。公園にもっと遊具
があると子どもたちが遊べて良いと思いま
す。

❶ ❷ ❸ ❹ ❺ ❻ ❼
❽

電子申請：
https://www.shinsei.elg-front.jp/miyagi/uketsuke/dform.do?acs=212IdolMyHome

Monthly Hot Communication

Child

くん（１歳） ちゃん（１歳）

2018年６月10日生まれ
迫町・平柳　和人さんの次男
４カ月で寝返りマスターしたわが子。
お兄ちゃんにも負けず、たくましく
成長中。

2017年12月14日生まれ
南方町・砥落　ひかるさんの長女
にこにこ笑顔で、わが家のアイドルな
ひより。これからも元気にすくすく成
長して、すてきな女の子になってね。

信頼され、好かれる警察官に
なってみんなを守りたい
　ぼくには、警察官になりたいという夢が
あります。理由は、親戚に警察官がたくさん
いて、とてもかっこいいと思ったからです。
警察官になるためには、勉強やスポーツを
頑張ることが大切だと思っています。
　警察官は、難しい事件の際にいろいろ考
えることがあると思います。また、地域の人
を守るためには、強い体が必要です。凶器な
どを使う犯人がいたときは、格闘技が役に
立つと思いますし、体が柔らかければ、けが
もしにくくなります。
　ぼくは空手を習っています。練習では、組
手が特に大変で、へこたれそうになります
が、自分の心身を鍛えるためにしっかり取
り組んでいきます。
　人間性を大事にし、信頼され、好かれる警
察官が理想です。今は勉強や運動を頑張り
つつ、人との接し方に気を付けています。夢
を強く胸に刻み、頑張りたいと思います。
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近
所
の
人
の
紹
介
で
お
見

合
い
し
た
ね
。

無
口
で
大
人
し
が
っ
た
ね
。

全
然
し
ゃ
べ
ん
ね
が
っ
た
。

落
ち
着
い
て
し
っ
か
り

し
て
る
よ
う
に
見
え
だ
ね
。頼
り

が
い
が
あ
る
な
っ
て
思
っ
た
よ
。

タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
を
し

て
で
、夜
も
遅
が
っ
だ
し
、田
ん
ぼ

も
や
っ
て
だ
が
ら
忙
し
が
っ
た
ね
。

退
職
し
て
が
ら
は
、北
海
道
か
ら
九

州
ま
で
い
ろ
ん
な
ど
ご
に
二
人
で

行
っ
た
ね
。嫁

ぐ
ま
で
家
事
や
田
植

え
の
こ
と
を
な
ん
に
も
知
ら
な

「
心
の
中
の
麗
し
き
故
郷
」

　

私
は
、厳
格
な
父
・
泰た

い

治じ

郎ろ
う

と
穏

や
か
で
優
し
い
母
・
ち
ゑ
の
三
男

と
し
て
、昭
和
25
年
６
月
12
日
、旧

津
山
町
横
山
中
田
に
生
ま
れ
ま
し

た
。清
く
澄
ん
だ
ウ
グ
イ
の
生
息

地
で
あ
る
中
川
の
近
く
、国
道
45

号
線
を
挟
ん
だ
山さ

ん

嶺れ
い

の
間
に
あ
る

故
郷
は
、自
然
の
尊
さ
、美
し
さ
を

存
分
に
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

も
う
少
し
で
古
希
を
迎
え
る
今

思
え
ば
、私
を
こ
の
世
に
送
り
出

し
て
く
れ
た
両
親
は
、す
で
に
天

に
帰
り
ま
し
た
が
、貧
し
い
中
で

も
、私
た
ち
兄
弟
を
庇ひ

護ご

し
、愛
情

い
っ
ぱ
い
に
養
い
、無
事
に
育
て

上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。そ
の
お
か

げ
で
今
日
の
私
が
あ
る
と
自
覚
し

て
い
ま
す
。

　

尊
敬
す
る
両
親
へ
の
恩
は
計
り

知
れ
ま
せ
ん
。当
時
の
家
業
は
自

Monthly Hot Communication

One's Home

　

今
月
は
、豊
里
地
域
産
物
活
用

施
設「
産
直
が
ん
ば
る
館
」の
志
賀

元げ
ん

一い
ち

組
合
長
に
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。産

直
が
ん
ば
る
館
は
、Ｊ
Ｒ
気

仙
沼
線「
陸
前
豊
里
駅
」の
駅
舎
内

に
あ
る
の
で
、商
品
以
外
に
も
Ｊ

Ｒ
の
乗
車
券
や
特
急
券
な
ど
を
販

売
し
て
い
ま
す
。

　

今
の
時
期
の
お
勧
め
は
、キ
ュ

ウ
リ
、ト
マ
ト
、キ
ャ
ベ
ツ
、タ
ケ

ノ
コ
で
す
。

　

販
売
し
て
い
る
野
菜
は
、全
て

市
内
か
ら
仕
入
れ
て
お
り
、豊
里

町
域
内
の
契
約
農
家
か
ら
仕
入
れ

た
野
菜
が
全
体
の
３
分
の
２
を
占

め
て
い
ま
す
。現
在
は
約
70
人
の

組
合
員
が
い
ま
す
が
、長
く
契
約

し
て
い
る
農
家
が
多
い
た
め
、信

頼
し
て
、新
鮮
な
お
い
し
い
野
菜

を
仕
入
れ
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま

す
。

ぐ
っ
て
ね
。お
し
ゅ
う
と
め
さ
ん

に
い
っ
ぱ
い
教
え
で
も
ら
っ
た
。

教
え
で
も
ら
っ
だ
こ
ど
は
、今
で

も
ち
ゃ
ん
と
心
に
残
っ
て
る
ね
。

引
っ
込
み
思
案
で
控
え
目

だ
ね
。

曲
が
っ
た
こ
と
が
嫌
い

で
真
っ
す
ぐ
。仕
事
で
も
な
ん
で
も

手
を
抜
が
な
い
ね
。

あ
る
程
度
我
慢
も
必
要
だ

げ
ど
、た
め
過
ぎ
な
い
こ
ど
だ
ね
。

お
互
い
の
い
い
と
こ
ろ
を
見
て
あ

げ
る
こ
と
が
大
事
だ
ね
。

★

今
ま
で
通
り
、二
人
で

健
康
で
長
生
き
し
た
い
ね
。

い
い
と
こ
ろ
を
見
て
あ
げ
る
こ
と
が
大
事

然
の
恵
み
に
支
え
ら
れ
た
林
業
で

し
た
。今
頃
の
季
節
は
、毎
食
の

テ
ー
ブ
ル
に
乗
る
の
が
山
菜
で
し

た
が
、ス
ド
ゲ
や
フ
キ
、タ
ラ
ッ
ポ

は「
う
め
が
す
な
や
ー
」と
、だ
ん

ら
ん
時
の
声
が
今
で
も
聞
こ
え
て

き
そ
う
で
す
。

　

中
学
を
卒
業
後
は
、親
友
た
ち

と
同
じ
よ
う
に
高
校
へ
進
学
を
希

望
し
て
い
ま
し
た
が
、家
が
裕
福

で
は
な
い
こ
と
に
加
え
、５
人
兄

弟
中
３
人
が
年
子
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、自
分
の
口
か
ら
進
学
を
し

た
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

卒
業
式
の
日
が
、東
京
へ
の
旅

立
ち
の
日
に
な
り
ま
し
た
。翌
日

が
、理
美
容
学
校
の
入
学
試
験

だ
っ
た
の
で
す
。理
容
師
と
し
て

コ
ン
ク
ー
ル
で
日
本
一
、世
界
大

会
で
国
際
大
賞
に
輝
き
、日
の
丸

を
パ
リ
の
地
で
揚
げ
ら
れ
た
の
は
、

大
好
き
な
故
郷
の
プ
ラ
イ
ド
が

あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
も
衷ち

ゅ
う

心し
ん

に
あ
る
の
は「
自
分

に
は
こ
の
道
し
か
な
い
と
思
っ
て

生
き
ろ
。そ
う
す
る
と
、そ
の
道
が

お
前
が
な
り
た
い
お
前
に
育
て
て

く
れ
る
。し
っ
か
り
頑
張
れ
」と
、

東
京
に
旅
立
つ
前
の
晩
に
教
え
て

く
れ
た
父
の
言
葉
で
す
。人
生
の

白
秋
期
か
ら
玄
冬
期
に
差
し
掛
か

る
こ
れ
か
ら
は
、数
え
き
れ
な
い

恩
を
返
す
の
で
は
な
く
、恩
送
り

が
故
郷
に
感
謝
を
す
る
こ
と
と
捉

え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、こ
れ
か
ら
の
お
盆
を
迎

え
る
時
期
は
、お
墓
参
り
で
お
供

え
す
る
花
も
人
気
で
、菊
な
ど
を

買
い
求
め
る
お
客
さ
ん
が
多
く
い

ま
す
。近
く
に
来
た
際
は
、ぜ
ひ
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

豊
里
地
域
産
物
活

用
施
設「
産
直
が
ん
ば
る
館
」

☎
０
２
２
５（
７
６
）６
２
０
１

●
８
月
号
は
短
歌
で
す
。住
所・
氏
名・
電
話
番
号

を
記
入
し
、6
月
28
日（
金
）ま
で
ご
応
募
く
だ
さ

い
。作
品・氏
名
に
は
全
て
ふ
り
が
な
を
振
っ
て
く

だ
さ
い
。

●
応
募
者
多
数
の
場
合
選
考
し
て
掲
載
し
ま
す
。
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出
店
、ス
テ
ー
ジ
演
奏
、お

楽
し
み
抽
選
会
ほ
か

ふ
る
さ
と
夏
ま
つ

り
in
石
越
実
行
委
員
会（
事
務
局

＝
千
田
）

☎
０
９
０（
９
７
４
９
）０
４
１
９

　

地
域
の
皆
さ
ん
に
教
育
活
動
を

公
開
し
ま
す
。

【

６
月
27
日（
木
）〜
７
月
３

日（
水
）午
前
９
時
〜
午
後
３
時
20

分

登
米
総
合
産
業
高

校（
担
当
＝
柴
、熱
海
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）４
６
６
６　

神
楽
▼
細
野
神
楽
▼
嵯
峨
立
神
楽

▼
飯
土
井
神
楽
▼
赤
谷
神
楽
▼
長

下
田
神
楽
▼
佐
沼
鹿
踊
▼
と
よ
ま

囃
子
▼
小
島
願
人
踊
▼
嵯
峨
立
甚

句
▼
巻
お
い
と
こ
踊
▼
大
網
お
い

と
こ
踊
▼
森
邑
お
い
と
こ
踊

無
料

教
育
委
員
会
教
育

部
文
化
財
文
化
振
興
室（
文
化
財

文
化
振
興
係
）　

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
３
２

７
月
27
日（
土
）午
前
10
時

〜
午
後
３
時（
雨
天
決
行
）

石
越
小
学
校

▼
29
日
＝
午
前
10
時

〜
午
後
4
時
▼
30
日
＝
午
前
10
時

〜
午
後
3
時

午
前
10
時
開
演

登
米
祝
祭
劇
場

３
０
０
円（
高
校
生
以

下
無
料
）

登
米
市
民
文
化
祭

実
行
委
員
会（
企
画
部
市
民
協
働

課
内
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

　

今
回
の
企
画
展「
平
成
展
・
出
来

事
で
振
り
返
る
登
米
市
の
歩
み
」

で
は
平
成
時
代
の
出
来
事
を
年
表

や
関
連
資
料
で
振
り
返
り
、新
た

な
時
代
の
幕
開
け
を
祝
い
ま
す
。

７
月
13
日（
土
）〜
８

月
25
日（
日
）毎
週
月
曜
休
館（
月

曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
、翌
平
日

休
）

ボ
ー
ト
大
会

河
北
レ
ガ
ッ
タ
実

行
委
員
会

☎
０
２
２
０（
２
３
）７
６
３
３

　

市
内
の
民
俗
芸
能
18
団
体
が
出

演
し
ま
す
。今
回
は
、岩
手
県
立
北

上
翔
南
高
校（
北
上
市
）の「
鬼
剣

舞
」が
特
別
出
演
し
ま
す
。

７
月
７
日（
日
）午
前
９
時

〜
午
後
４
時

錦
織
公
民
館

▼
浅
部
法
印
神
楽
▼

上
町
法
印
神
楽
▼
加
賀
野
神
楽
▼

舘
神
楽
▼
山
ノ
神
神
楽
▼
岡
谷
地

懐
古
館

☎
０
２
２
０（
５
２
）３
５
７
８

　

県
内
外
の
企
業
や
大
学
の
ほ

か
、佐
沼
中
学
校
ボ
ー
ト
部
、佐
沼

高
校
ボ
ー
ト
部
も
出
場
し
ま
す
。

ボ
ー
ト
競き

ょ
う

漕そ
う

の
観
戦
、応
援
に
ぜ

ひ
、お
越
し
く
だ
さ
い
。

６
月
28
日（
金
）午
後
３

時
30
分
〜

６
月
29
日（
土
）、

30
日（
日
）アイ

エ
ス
総
合
ボ
ー
ト
ラ

ン
ド（
長
沼
ボ
ー
ト
場
）

第
14
回
東
北
中
学
校

ム
ー
ミ
ン
谷
の
夏
祭

り

７
月
14
日（
日
）午
後
１
時

30
分
上
映
開
始

市
視
聴
覚
セ
ン
タ
ー（
第

１
研
修
室
）幼

児
〜
大
人

無
料

先
着
50
人

市
視
聴
覚
セ
ン

タ
ー

☎
０
２
２
０（
２
２
）５
２
１
９

６
月
29
日（
土
）、30
日

（
日
）

市
歴
史
博
物
館

無
料

■
　

企
画
展
の
見
ど
こ
ろ
と
展
示
資

料
を
学
芸
員
が
解
説
し
ま
す
。

７
月
20
日（
土
）／
８
月
10

日（
土
）午
前
11
時
〜
11
時
30
分

※
事
前
の
申
込
不
要

無
料

市
歴
史
博
物
館

☎
０
２
２
０（
２
１
）５
４
１
１

　

市
内
９
支
団
か
ら
約
７
０
０
人

が
参
加
し
、消
防
技
術
の
成
果
を

披
露
し
ま
す
。見
学
が
で
き
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

※
当
日
は
、災
害
時
の
対
応
と
し

て
、各
町
域
に
消
防
団
員
が
待
機

し
て
い
ま
す

７
月
28
日（
日
）午
前
８
時

〜
午
後
０
時
30
分

長
沼
フ
ー
ト
ピ
ア
公
園

消
防
本
部
警
防
課

（
消
防
団
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）１
９
０
１

　

10
月
で
開
館
10
周
年
を
迎
え
る

高
倉
勝
子
美
術
館「
桜
小
路
」ア
ー

ト
パ
ル
で
、米
山
町
の
工
房「
と
ん

ぼ
玉
ぎ
ゃ
ら
り
ぃ
Ｋ
ｅ
ｉ
」に
よ

る
、巧
み
な
手
わ
ざ
が
見
事
な
七

夕
飾
り
展
を
開
催
し
ま
す
。

７
月
14
日（
日
）〜
８

月
18
日（
日
）

高
倉
勝
子
美
術

館「
桜
小
路
」

☎
０
２
２
０（
５
２
）２
７
５
５

■
　

登
米
伊
達
文
庫
に
残
る「
刺
繍

画・絵
ハ
ガ
キ
展
」を
開
催
し
ま
す
。

６
月
15
日（
土
）〜
７

月
11
日（
木
）

登
米
懐
古
館

大
人
２
０
０
円
、高
校
生

１
５
０
円
、小・中
学
生
１
０
０
円

■
企
画
展「
伊
達
宗む

ね

直な
お

と
北
上
川

展
」の
関
連
事
業
と
し
て
開
催
し

ま
す
。相
模
土
手
を
見
学
し
、脇
谷

船
着
場
ま
で
舟
下
り
し
ま
す
。

８
月
４
日（
日
）午
前
９
時

〜
正
午

遠
山
之
里
駐
車
場

▼
高
校
生
以
上
＝

２
５
０
０
円
▼
小・中
学
生
＝
千
円

※
参
加
者
は
、当
日
の
登
米
懐
古

館
の
入
館
料
が
無
料
に
な
り
ま
す

先
着
25
人

※
７
月
１
日
か
ら
受
付
開
始

登
米

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

☎

▶
▶
▶

☎

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

☎
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中
田

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

☎
０
２
２
０（
３
４
）８
０
８
１

　

市
は
、都
市
計
画
の
基
本
的
な

方
針
を
示
す「
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
」を
改
定
す
る
に
当

た
り
、改
定
案
を
公
表
し
、皆
さ
ん

か
ら
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

▼
建
設
部
住
宅
都
市

整
備
課（
中
田
庁
舎
２
階
）▼
各
総

合
支
所
市
民
課
▼
市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

公
表
場
所
で

配
布
す
る
所
定
の
様
式
に
意
見
を

記
入
し
、持
参
、郵
便
、フ
ァ
ク
シ

ミ
リ
、電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か

の
方
法
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い

※
様
式
は
、市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

７
月
16
日（
火
）〜
８

月
20
日（
火
）❶

意
見
は
、改
定
案
作

成
の
参
考
に
し
ま
す
❷
個
人
が
特

定
さ
れ
な
い
形
で
、意
見
を
公
表

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
❸
意
見
に

対
し
、個
別
に
回
答
は
し
ま
せ
ん

建
設
部

住
宅
都
市
整
備
課（
都
市
整
備
係
）

〒
９
８
７
―
０
６
０
２
／
登
米
市

中
田
町
上
沼
字
西
桜
場
18
番
地

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
１
６

㊍

◉

☎

㊏

◉

☎

㊏
㊐

◉

☎

㊌

◉

☎

㊐

◉

☎

㊎

㊐

◉

☎

無
料電

話
、フ
ァ
ク
シ
ミ

リ
、電
子
メ
ー
ル
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い

※
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、電
子
メ
ー
ル

の
場
合
は
、所
属
先
、住
所
、氏
名
、

電
話
番
号
を
記
入
し「
令
和
元
年

度
ス
マ
ー
ト
農
業
・
先
端
技
術
セ

ミ
ナ
ー
in
登
米 

参
加
希
望
」と
明

記
し
て
く
だ
さ
い

※
詳
細
は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い

産
業

経
済
部
産
業
連
携
推
進
課（
産
業

連
携
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
５
４
９

０
２
２
０（
３
４
）２
８
０
２

０
２
２
０（
３
４
）３
４
４
８

死 jyutakutoshi@
city.tom

e.
m
iyagi.jp７

月
１
日（
月
）午
後
２
時

〜
４
時

中
田
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー

農
業
者
、農
業
法
人
な
ど

❶
農
研
機
構
東
北
農
業
研

究
セ
ン
タ
ー
、宮
城
県
農
業
・
園
芸

総
合
研
究
所
講
師
に
よ
る
講
話
❷

ド
ロ
ー
ン
の
活
用
事
例（
ド
ロ
ー

ン
展
示
、デ
モ
飛
行
を
予
定
）

　

登
米
市
出
身
で
、パ
リ
在
住
の

造
形
作
家
、佐
藤
達さ

と
る

氏
の
展
覧
会

を
開
催
し
ま
す
。

❶
７
月
２
日（
火
）〜
９

月
23
日（
月
）❷
10
月
１
日（
火
）〜

12
月
28
日（
土
）

サ
ト
ル
・
サ
ト
ウ
・
ア
ー

ト
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム（
中
田
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
内
）

無
料午

前
９
時
〜
午
後
５

時（
入
館
は
午
後
４
時
ま
で
）

毎
週
月
曜
日（
祝
日
は

開
館
）

中
田
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
３
４
）８
０
８
１

７
月
６
日（
土
）、13
日

（
土
）午
前
10
時
〜
午
後
３
時

※
１
日
だ
け
の
参
加
も
可
能

中
田
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

佐
藤
達さ

と
る

氏

無
料20

人
７
月
１
日（
月
）

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

死sangyorenkei@
city.tom

e.
m
iyagi.jp７

月
30
日（
火
）午
前
７
時

30
分
出
発
／
午
後
６
時
解
散
予
定

▼
弓ゆ

は

ず弭
の
泉（
岩
手

県
岩
手
郡
岩
手
町
）▼
旧
松
尾
鉱

山
新
中
和
処
理
施
設（
岩
手
県
八

幡
平
市
）

※
見
学
場
所
は
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す小

学
生
以
上（
小
学
生

は
保
護
者
同
伴
）

40
人（
参
加
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
）２

千
円（
小
学
生
千
円
）

※
参
加
費
は
、昼
食
代
を
含
み
ま

す
。当
日
ご
持
参
く
だ
さ
い

は
が
き
に
❶
郵
便
番

号
❷
住
所
❸
参
加
者
全
員
の
氏
名

（
は
が
き
１
枚
に
つ
き
５
人
ま
で
申

込
可
能
）❹
年
齢
❺
電
話
番
号
❻

「
北
上
川
源
流
見
学
会
参
加
希
望
」

と
記
入
の
上
、ご
応
募
く
だ
さ
い

７
月
10
日（
水
）必
着

水
道

事
業
所
水
道
管
理
課（
経
営
管
理

係
）

〒
９
８
７
―
０
７
０
２
／
登
米
市
登

米
町
寺
池
目
子
待
井
３
８
１
―
１

☎
０
２
２
０（
５
２
）３
３
１
３

12
月
１
日（
日
）

登
米
総
合
体
育
館（
と
よ

ま
蔵
ジ
ア
ム
）

▼
ハ
ー
フ
▼
10
㌔
㍍
▼
５

㌔
㍍
▼
３
㌔
㍍
▼
２
㌔
㍍
▼
２
㌔

㍍
親
子
ペ
ア

❶
登
米
総
合
体
育
館

に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
記
入

し
、郵
便
局
で
参
加
費
を
支
払
っ

て
く
だ
さ
い
❷
大
会
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
一
般
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト「
Ｒ
Ｕ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
」に
ア
ク
セ

ス
し
、申
し
込
み
く
だ
さ
い

❶
６
月
17
日（
月
）〜

９
月
20
日（
金
）（
当
日
消
印
有
効
）

❷
６
月
17
日（
月
）〜
10
月
１
日

（
火
）

※
定
員
に
な
り
次
第
申
し
込
み

を
締
め
切
り
ま
す
。各
種
目
の
定

員
、参
加
費
や
詳
細
は
、大
会
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

カ
ッ
パ
マ
ラ
ソ
ン

実
行
委
員
会
事
務
局（
登
米
総
合

体
育
館
内
）

☎
０
２
２
０（
５
３
）１
１
５
５

▼
デ
ジ
タ
ル
カ
メ

ラ
／
７
月
23
日（
火
）午
前
９
時
〜

▼
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
と
編
集
／
午
後

１
時
30
分
〜

研
修
項
目
ご
と
先
着

10
人（
選
択
し
て
受
講
可
能
）

市
視
聴
覚
セ
ン
タ
ー

無
料７

月
19
日（
金
）

電
話

市
視

聴
覚
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
２
２
）５
２
１
９

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、年
金
相

談
や
年
金
請
求
手
続
き
に
つ
い

て
、「
事
前
予
約
」を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。待
ち
時
間
の
少
な
い「
予

約
相
談
」を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

※
予
約
相
談
希
望
日
の
１
カ
月
前

か
ら
前
日
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま

す

※
申
し
込
み
の
際
は
、基
礎
年
金

番
号
が
分
か
る
も
の（
年
金
手
帳

や
年
金
証
書
な
ど
）を
用
意
し
て

く
だ
さ
い

　

予
約
方
法
は
、全
国
共
通
の
予

約
専
用
受
付
電
話「
０
５
７
０

（
０
５
）４
８
９
０
」ま
た
は
、お
近

く
の
年
金
事
務
所
に
、電
話
・
来
訪

時
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
古
川
年
金
事
務
所

☎
０
２
２
９（
２
３
）１
２
０
０

▼
市
民
生
活
部
国
保
年
金
課（
年

金
医
療
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６

下田中53番地8
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国
土
交
通
省
仙
台

河
川
国
道
事
務
所

▼
三
陸
道
維
持
出
張
所

☎
０
２
２
５（
９
６
）７
６
５
１

▼
道
路
管
理
第
一
課

☎
０
２
２（
３
０
４
）１
８
１
４

７
月
26
日（
金
）午
後
１
時

15
分
〜
４
時
15
分

迫
に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ー

柳
渕
勝し

ょ
う

一い
ち（
司
法
書
士
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
０
８

無
料（
要
電
話
予
約
）

７
月
30
日（
火
）午
後

１
時
〜
８
月
１
日（
木
）午
後
11
時

総
務
部
収
納
対
策

課（
徴
収
対
策
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
６
９

　

祖
父
母
手
帳
は
、現
代
の
子
育

て
の
常
識
や
孫
育
て
の
ヒ
ン
ト
な

ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

市
内
に
住
所
が
あ

る
未
就
学
児
の
い
る
父
、母
ま
た

は
祖
父
母
で
希
望
す
る
人

各
総
合
支
所
で
出
生

届
な
ど
を
受
理
す
る
際
に
配
布
す

る
ほ
か
、希
望
す
る
対
象
者
に
は

随
時
配
布
し
ま
す
の
で
、各
総
合

支
所
窓
口
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い

※
詳
細
は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い福

祉
事
務
所
子
育

て
支
援
課（
子
ど
も
保
育
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
６
２

　

令
和
２
年
度
に
実
施
す
る
集
会

施
設
新
築
や
改
修
費
用
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。❶

集
会
施
設
の
新
築

お
よ
び
購
入
❷
集
会
施
設
の
修

繕
、模
様
替
え（
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

を
含
む
）お
よ
び
増
築

補
助

率
２
分
の
１
以
内
で
❶
新
築
＝

１
千
万
円
❷
修
繕
、模
様
替
え
な

ど
＝
２
５
０
万
円❶

門
、柵
、植
樹
な

ど
の
附
帯
工
事
お
よ
び
購
入
費
❷

用
地
の
取
得
費
❸
既
存
の
建
物
の

解
体
費
❹
備
品
費
な
ど

10
月
31
日（
木
）

※
事
前
に
実
施
日
程
や
対
象
経
費

な
ど
を
相
談
く
だ
さ
い
。令
和
３

年
度
の
事
業
は
補
助
金
額
な
ど
を

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す企

画
部

市
民
協
働
課（
市
民
活
動
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

　

耕
作
放
棄
地
や
不
作
付
け
地
な

ど
の
遊
休
農
地
は
、病
害
虫
や
有
害

鳥
獣
の
発
生
原
因
に
な
る
な
ど
、周

辺
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。遊
休
農
地
の
発
生
防

止
・
解
消
や
実
態
把
握
、農
地
の
違

反
転
用
を
防
ぎ
、有
効
に
利
用
す
る

た
め
、市
内
全
域
で
農
地
利
用
状
況

調
査（
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
）を
実
施

し
ま
す
。調
査
の
際
は
、農
地
に
立

ち
入
り
、状
況
写
真
を
撮
影
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

７
月
上
旬
〜
9
月

６
月
24
日（
月
）〜
25
日（
火
）❷
三

滝
堂
Ｉ
Ｃ
〜
南
三
陸
海
岸
Ｉ
Ｃ
／

６
月
26
日（
水
）〜
28
日（
金
）❸
桃

生
津
山
Ｉ
Ｃ
〜
三
滝
堂
Ｉ
Ｃ
／
７

月
１
日（
月
）〜
５
日（
金
）❹
河
北

Ｉ
Ｃ
〜
桃
生
津
山
Ｉ
Ｃ
／
７
月
８

日（
月
）〜
11
日（
木
）❺
石
巻
港
Ｉ

Ｃ
〜
河
北
Ｉ
Ｃ
／
７
月
16
日（
火
）

〜
19
日（
金
）❻
鳴
瀬
奥
松
島
Ｉ
Ｃ

〜
石
巻
港
Ｉ
Ｃ
／
７
月
22
日（
月
）

〜
24
日（
水
）

午
後
９
時
〜
翌
朝
６
時

（
悪
天
候
を
除
く
）

※
迂
回
路
は
、国
道
45
号
な
ど
を

利
用
し
、緊
急
車
両
は
現
地
の
誘

導
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い

※
通
行
止
め
の
情
報
は
、仙
台
河

川
国
道
事
務
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
道
路
通
行
規
制
情
報
」の
バ
ナ
ー

か
ら
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す

電
話
せ
ず
、最
寄
り
の
警
察
署
、交

番
や
駐
在
所
に
通
報
願
い
ま
す
。

▼
１
１
０
番
通
報

▼
佐
沼
警
察
署

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
２
１

▼
登
米
警
察
署

☎
０
２
２
０（
５
２
）２
１
２
１

　

路
面
劣
化
補
修
な
ど
の
た
め
、

次
の
期
間
で
上
下
線
が
夜
間
通
行

止
め
に
な
り
ま
す
。ま
た
、左
記
の

期
間
以
外
に
も
通
行
止
め
に
な
る

場
合
が
あ
り
、予
定
よ
り
早
く
終

了
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。❶

南
三

陸
海
岸
Ｉ
Ｃ
〜
小
泉
海
岸
Ｉ
Ｃ
／

農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
お
よ
び
農
地
利
用
状
況
調
査
員

農
業
委
員
会
事
務

局（
農
地
管
理
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
１
７

　

５
月
20
日
か
ら「
総
合
消
費
料

金
未
納
分
訴
訟
最
終
通
知
書
」と
題

し
た
架
空
請
求
詐
欺
の
は
が
き
が
、

市
内
の
複
数
の
自
宅
に
届
い
て
い

ま
す
。は
が
き
に
は
、指
定
さ
れ
た

裁
判
を
欠
席
す
る
と
財
産
の
差
し

押
さ
え
に
な
る
と
記
載
さ
れ
て
お

り
、差
出
人
は「
民
事
訴
訟
管
理
セ

ン
タ
ー
」と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

身
に
覚
え
の
な
い
は
が
き
が
届

い
て
も
、記
載
さ
れ
て
い
る
番
号
に

９
月
８
日（
日
）午
前
９
時

〜
午
後
６
時
ご
ろ

７
月
１
日（
月
）〜
31

日（
水
）

20
〜
40
歳
の
男
女

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
迫
公
民
館

☎
０
２
２
０（
２
２
）７
３
２
４

▼
石
越
公
民
館

☎
０
２
２
８（
３
４
）２
０
６
３

７
月
21
日（
日
）午
前
９
時

〜
正
午

消
防
防
災
セ
ン
タ
ー

30
人（
先
着
順
）

７
月
16
日（
火
）

消
防
署
、各
出
張
所

に
あ
る
受
講
申
込
書
を
提
出
す
る

か
、電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

消
防
署
救
急
係

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
１
９

７
月
13 

日（
土
）午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

み
ん
な
の
家 

錦
織

１
０
０
円（
定
員
40
人
）

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

Ｎ
Ａ
Ｏ 

Ｍ

Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ｃ 

Ｏ
Ｆ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
Ｅ（
担
当

＝
山
本
）

☎
０
９
０（
７
３
２
９
）４
２
７
７

　

軽
減
税
率
制
度
導
入
に
伴
い
、

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
に
、レ

ジ
、受
発
注
や
請
求
書
管
理
シ
ス

テ
ム
の
導
入
、改
修
費
用
を
支
援

し
て
い
ま
す
。

▼
軽
減
税
率
対
策
補
助
金
事
務
局

☎
０
１
２
０（
３
９
８
）１
１
１

▼
消
費
税
軽
減
税
率
電
話
相
談
セ

ン
タ
ー

☎
０
１
２
０（
２
０
５
）５
５
３

▼
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル（
通
話
料
が
か

か
り
ま
す
）

☎
０
５
７
０（
０
３
０
）４
５
６

※
受
付
時
間
は
平
日
午
前
９
時
〜

午
後
５
時

　

毎
年
、農
作
業
が
盛
ん
に
な
る

（令和元年５月末現在）

地区 世帯数
人口（人）

男 女 計（前月比）

迫 7,590 9,912 10,460 20,372 （▲55）

登米 1,805 2,284 2,490 4,774 （▲12）

東和 2,346 3,081 3,186 6,267 （▲10）

中田 5,158 7,671 7,991 15,662 （13）

豊里 2,151 3,226 3,288 6,514 （▲12）

米山 2,824 4,450 4,587 9,037 （▲11）

石越 1,575 2,402 2,400 4,802 （▲12）

南方 2,715 4,203 4,378 8,581 （▲5）

津山 1,157 1,547 1,671 3,218 （▲8）

合計 27,321 38,776 40,451 79,227 （▲112）

※上記人口・世帯数には外国人住民も含まれています。

　６、７月は、過去10年間の統計上、昼間に発生する死亡事
故が夜間の約２倍となっています。また、この時期は二輪車
の交通事故が増加します。長距離運転時は定期的に休憩する
など、安全運転を心掛けましょう。

（令和元年５月末現在）※佐沼・登米警察署調べ
Ｒ１ H30 増減数

人身事故
発生件数 62件 67件 ▲５件

死者数 ２人 １人 １人

負傷者数 80人 84人 ▲４人

物損事故
発生件数 587件 709件 ▲122件

※平成31年１月からの延べ件数（前年同時期と比較）

市内放射線の測定結果

測定地点 測定結果 天気
消防署 0.04 晴れ
消防署北出張所（石越） 0.04 晴れ
消防署東出張所（東和） 0.04 晴れ
消防署津山出張所 0.05 晴れ
消防署南出張所（豊里） 0.04 晴れ
消防署西出張所（南方） 0.04 晴れ

忘れずに納めましょう
納税は便利な口座振替で

こ
の
時
期
は
、水
路
や
た
め
池
の
水

量
が
多
く
な
り
、子
ど
も
た
ち
が
転

落
す
る
事
故
や
高
齢
者
の
水
難
事

故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。水
路
や
た

め
池
の
近
く
で
遊
ば
せ
な
い
な
ど
、

子
ど
も
や
高
齢
者
の
い
る
家
庭
で

は
注
意
喚
起
が
大
切
で
す
。

　

農
業
用
た
め
池
を
管
理
し
て
い

る
場
合
は
、日
ご
ろ
か
ら
た
め
池

や
そ
の
周
辺
な
ど
を
巡
視
・
点
検

し
、危
険
箇
所
が
な
い
か
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。ま
た
、事
故
が
起
き

な
い
よ
う
、未
然
に
防
止
対
策
を

す
る
な
ど
、た
め
池
の
適
切
な
保

全・
安
全
管
理
へ
の
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

産
業
経
済
部
農
村

整
備
課（
計
画
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
０
９

せ
り
売
り

ヤ
フ
ー
株
式
会
社
が

提
供
す
る
公
売
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
上

https://koubai.aucti
ons.yahoo.co.jp６

月
20
日（
木
）か
ら

各
総
合
支
所
の
掲
示
板
に
公
示

７
月
４
日（
木
）午
後
１
時

か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
閲
覧
可
能

７
月
４
日（
木
）

午
後
１
時
〜
24
日（
水
）午
後
11
時

産
業
経
済
部
商
業

観
光
課（
商
業
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
３
４

　

親
と
一
緒
に
暮
ら
す
こ
と
の
で

き
な
い
子
ど
も
を
、自
ら
の
家
庭
に

迎
え
入
れ
、愛
情
と
真
心
を
持
っ
て

育
て
る「
里
親
」を
募
集
し
て
お
り
、

制
度
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

７
月
28
日（
日
）午
後
１
時

30
分
〜
４
時

迫
公
民
館（
１
階
研
修
室
）

❶
制
度
の
説
明
❷
里
親
さ

ん
の
体
験
談
❸
個
別
相
談

み
や
ぎ
里
親
支
援

セ
ン
タ
ー 

け
や
き

☎
０
２
２（
７
１
８
）１
０
３
１

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎



（防犯や防災、イベント・市政に関する情報をメールでお届けします。）
https://mail.cous.jp/tomecity/

編

集

後

記

　「一人でも多くの人に、登米市の自然の良さを感
じてほしい。その一心で活動を続けています」とほ
ほ笑む髙橋さん。
　活動のきっかけは30年前、平筒沼いこいの森を
散歩していたとき。斜面いっぱいに広がるカタク
リの美しさに感動し、その光景が頭から離れなく
なった。当時、教員だった髙橋さんは、児童たちに
も自然の良さを知ってもらい、学びにつなげたい
と、校外授業でいこいの森の散策を提案。「始めて
みると、教室では落ち着きがない子が自然の中で
はリーダーになっているなど、新しい一面を発見
できました」。児童が楽しみながら学習すること
は、意欲的に知ること、学ぶことにつながった。
　危険なものを実際に見て、学べることも重要な

役割の一つ。「今は危険なものから小さい子を遠ざ
ける人も多くいますが、危険なものだと知ってい
た方が、自分で考え対処することができるように
なります」と、活動中はヘビやハチなどの危険性に
ついて必ず説明し、安全を徹底している。
　退職した今も、市の環境出前講座などで自然の
良さを伝え続ける。「児童たちの多くは、将来、登米
市を離れるかもしれません。それでも、帰省した時
に自分の子どもを思い出の場所へ連れて行くと思
います。そうやって古里の良さが次の世代に伝わ
り、登米市の自然環境も守られていくと思うんで
す」―。
　今日もいこいの森では、髙橋さんが見守る中、子
どもたちが新しい学びを見つけ、成長している。

▼
数
年
ぶ
り
に
財
布
を
購
入
。

ほ
ぼ
カ
ー
ド
サ
イ
ズ
で
厚
さ
は

１
㌢
。理
想
の
大
き
さ
に
出
会

い
ま
し
た
。お
札
15
枚
、コ
イ
ン

15
枚
、カ
ー
ド
５
枚
が
収
容
可

能
で
機
能
も
充
実
。機
能
的
で

極
限
ま
で
無
駄
が
そ
ぎ
落
と
さ

れ
た
財
布
を
眺
め
な
が
ら
、自

分
自
身
の
無
駄
も
省
い
て
い
か

な
け
れ
ば
と
い
う
気
持
ち
に
な

り
ま
し
た
。（
小
野
寺
）

▼
と
き
め
き
人
の
髙
橋
さ
ん
を

取
材
し
た
際
に
、初
め
て
平
筒

沼
い
こ
い
の
森
を
訪
れ
ま
し

た
。い
こ
い
の
森
は
、地
元
の
吉

田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
で
手
入

れ
を
し
て
い
る
そ
う
で
、歩
き

や
す
く
自
然
に
あ
ふ
れ
た
と
て

も
居
心
地
の
良
い
場
所
で
し

た
。市
内
に
は
、ま
だ
知
ら
な
い

素
晴
ら
し
い
場
所
が
あ
る
と
気

付
か
さ
れ
ま
し
た
。（
三
浦
）

▼
人
間
ド
ッ
ク
で
肺
に
影
が
あ

る
と
言
わ
れ
、精
密
検
査
を
受
け

て
き
ま
し
た
。検
査
の
結
果
、影

の
正
体
は
脂
肪
と
の
こ
と
。ラ
ン

ニ
ン
グ
を
し
な
く
な
っ
て
か
ら

ど
ん
ど
ん
体
重
が
増
加
し
、過
去

最
高
を
更
新
中
。生
活
習
慣
を
改

善
す
る
た
め
、ま
た
走
り
始
め
よ

う
と
、５
月
に
訪
れ
た
夏
空
に

誓
い
ま
し
た
。（
高
橋
）

Profi le


